
第七回 紫の會 2023 年 8月5日（土）開演 14：30（開場 14：00）16:30 終演予定
ゆかり　　 かい

主催 / 細棹三味線研究会　後援 / 札幌市 ・ 北海道新聞社

写真 / 池田晶紀　題字 / 中千尋
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■会場  ウィステリアホール   札幌市中央区南 1条西 14丁目 291-81 ウィステリア南 1条ビル BF
■入場料  3,800 円（前売り）/ 4,200 円（当日） / 学生 2,000 円   ( 全席自由 )　■出演  こうの 紫（唄・三味線）
■ゲスト  五十嵐 いおり（朗読）　西﨑 鼓美（日本舞踊）　津野田 智代（箏・十七絃）　島村 聖香（邦楽囃子・打物）　

■お申込み  メール  syamico2@gmail .com  電話  090-9519-1779 又は 公式 HP よりご購入頂けます→



第
七
回

■こうの 紫　Yukari Kono
中学より長唄を今藤長三四氏に師事。現代曲を西潟昭子氏に師事。お座敷唄(小唄・端唄・俗曲)を
山本ゆきの氏に師事。現代邦楽研究所卒業。女子美術大学大学院・修士課程美術研究科修了。
「紫の會」毎年東京・札幌にて開催中。2021年「こうの紫 三味線リサイタル」を東京オペラシティ 
リサイタルホールにて開催。映画、ミュージックビデオ出演、国内・海外にてコンサート、ライブ活動を
行う。現在は札幌と東京を拠点に活動。札幌市内にて「細棹三味線研究会」開講。
「文部科学省学習指導要領準拠2021年度中学生の音楽鑑賞・表現」に収録参加。
お茶の水女子大学付属中学校三味線講師。和楽器グループ「ねのいろ」メンバー。音緒乃会所属。

ゲストアーティスト

第七回  紫の會
202 3年8月5日（土） 開演14：30 (開場14：00)
■ 会場　　ウィステリアホール  札幌市中央区南1条西14-291-81 BF
■ 入場料　前売り 3,800円  / 当日 4,200円  / 学生 2,000円  全席自由  
■ 出演　　こうの 紫（唄・三味線）
■ ゲスト　五十嵐 いおり（朗読）　西﨑 鼓美（日本舞踊）　
　　　　　 津野田 智代（箏・十七弦）　島村 聖香（邦楽囃子・打物）

チケットご購入は[こうの紫公式ホームページ] からも可能です

写真 / 池田晶紀　題字 / 中千尋

プログラム
構成曲「葵上」によせて/ 「海鳴り - 三味線と十七絃箏のための」（石井由希子作曲） 
俗曲「蛇山」（益田太郎冠者 作詞作曲）/ 俗曲「洗い髪」/ 小唄「三つの車」他
　　　

ほそざお しゃ み せん

■ お申込/問合せ　
090-9519-1779 / syamico2@gmail.com 

こうの紫による邦楽公演が第七回を迎える。日本人の自然観や芸術感性の根源に気づかせてくれる三味線、
しなやかに操る細棹三味線の糸が紡ぐのは、古典から現代曲までジャンルを超えた「ゆかりワールド」。
今回は4名のアーティストを迎え、夏の特別編「こわい女たち」と題し
前半は謡曲「葵の上」をテーマに朗読と舞踊、創作曲を重ねてお届け
する。後半はお座敷唄の中に登場する様々な女性を取り上げ、怖さの
中に潜む哀しさ、可笑しさを音と舞踊で表現する。
伝統音楽と並行し、常に新しい音楽を創造し続ける「紫の會」。
夏のひとときを邦楽の豊潤な音色と共にお送りする。

□ 市電でお越しの場合　市電「西15丁目」停留場より徒歩1分
□ 地下鉄でお越しの場合 　東西線「西18丁目」駅 5番出口より徒歩5分
□ お車でお越しの場合　地下有料駐車場有り
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ウィステリアホール 札幌市央区南1条西14丁目291-81 
ウィステリア南1条ビルBF
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■五十嵐 いおり　Iori  Igarashi　
　札幌市出身。朗読アーティスト。フリーアナウンサー。北海道テレビアナウンサーとして多くの番組でM Cをつとめる。
　報道部ディレクターも含め32年在職し、その間に制作したドキュメンタリー番組で「ギャラクシー賞」などを受賞。
　2016年にフリーランスに。朗読を田中隆子氏、山根基世氏に師事。「朗読会」に留まらず、音楽家や俳優とのコラボも
　積極的に行う。オンラインサロンでは5分の朗読を毎日投稿中。また朗読を使った独自メソッドで話し方も教えている。
　武蔵女子短期大学外部講師。「児童詩誌サイロ」編集スタッフ。 NPO法人「ことばのひろば五億の鈴の音」理事長。
　(有)オフィスパレット代表　オフィシャルサイトhttps://www.office-palette.jp/

■西﨑 鼓美　Tsutsumi Nishizaki　
　正派西崎流日本舞踊師範。西崎流緑森会、鼓会会主。日本舞踊の要素をとり入れた身体感覚を磨くメソッド
　『ナチュラルキネシス』を考案。人間国宝も出演する「日本舞踊の世界」を始め舞踊家として活躍。篠路子供歌舞伎、
　新琴似伝承会歌舞伎指導等、伝統芸能を普及。イサムノグチモエレ沼公園グランドオープンセレモニーなどにてアート
　パフォーマンスを行う。モナコ演劇フェスティバルにて最優秀賞、札幌市社会教育功労者受賞他。

■津野田 智代　Tomoyo Tsunoda　
　栃木県出身。生田流箏曲・地唄三味線を和久文子に師事。東京芸術大学音楽学部附属音楽高等学校、同大学音楽
　学部邦楽科卒業。大学内にて宮城賞、安宅賞、アカンサス音楽賞、同声会賞を受賞。同声会新人演奏会に出演。
　大学卒業時には皇居内桃華楽堂にて御前演奏をする。うつのみや市民賞受賞。第１６回全国高校生邦楽コンクール
　第一位、市長賞受賞。沢井箏曲院教師試験首席登第、並びに会長賞受賞。

■島村 聖香　Seika Shimamura　
　広島県出身。邦楽囃子を望月彦十郎師に師事。望月彦聖として古典活動を行う。東京藝術大学音楽学部邦楽科卒業。
　同大学大学院音楽研究科修了。現在、同大学非常勤講師。お座敷唄を山本ゆきの師に師事。
　サントリーホール主催デビューコンサート・新派公演・ＮＨＫ・TVドラマ等に出演。日本国内、海外公演多数。東京、広島
　にて「聖和会」主宰。音緒乃会所属。邦楽囃子研究所歳松会会員。日本音楽集団団員。
　和楽器グループ「ねのいろ」メンバー。オフィシャルサイト https://seikashimamura.com/

主催 ： 細棹三味線研究会　後援 ： 札幌市 / 北海道新聞社


